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は じ め に

都市計画は、都市の健全な発展と秩序ある整備により、安全・安心・快適な生活と活力ある都市を
確保することを目指すものですが、その目的の実現には長い時間を要することから長期的な見通しを
もって定める必要があります。
角田市都市計画マスタープランは、このような都市計画の目標のもと、角田市における都市づくり、
都市計画の決定の方針を示すことの必要性から、住民に理解しやすい内容で長期的な視点に立った都
市の将来像を明確にし、その実現に向けての道筋を明らかにすることを目的として定めるものです。

角田市都市計画マスタープラン（以下、「マスタープラン」という。）は、都市計画法第18条の２の
規定に基づく市町村の都市計画に関する基本的な方針として角田市が定めるものです。
なお、本マスタープランは、角田市を含む仙南広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（宮
城県策定）、角田市第５次長期総合計画及び角田市震災復旧･復興基本計画に即したものとします。

都市計画マスタープラン策定の目的１

都市計画マスタープランの位置づけ２

都市計画マスタープランの構成３

第１章　角田市の現状と課題

角田市の現状 社会・経済の動向 都市づくりの課題

第２章　基本構想

都市づくりの理念 都市づくりの目標 都市づくりにあたっての
将来フレーム

都市づくりの
基 本 方 針

第３章　部門別方針

土地利用 交通体系 公園・緑地 そ の 他
都市施設 都市防災 都市環境・

都市景観

第４章　地区別方針

第５章　計画の推進に向けて

市民参加の都市づくり 都市づくりの推進

角田地区 角田東地区 角田西地区 角田北地区 岡地区 君萱地区
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基 本 構 想

都市活動を支える都市基盤や安全・安心・快適な都市環境の確保を都市の基本としながら、今後は、
市民と市外から訪れる多くの人々の多様な「交流」により地域の活力が高まる都市づくりを目指しま
す。

都市づくりの目標像１

『自然環境と調和し誇りと活力を育む交流都市』

これにより、都市としてのゆとり・豊かさが熟成され、都市の歴史や文化が育んできた本市の持つ
魅力に、更なる新たな魅力が創造される都市の実現を図っていきます。

都市づくりの目標２

【元気な産業、魅力的な観光、活気あ
る中心市街地、交流を促す道路網な
ど】

目 標 5
交流を促す都市活力の維持・
発展

【賑わい・文化の創出、都市間交流、
暮らしたい街など】

目 標 6
人を惹きつける、角田市なら
ではの都市文化の創造・発信

【自然と調和した都市環境、美しい
眺望景観、緑の憩いの空間など】

安 ら ぎ

目 標 1
緑、水などの自然環境と調和
した豊かな都市空間の形成

【自然環境の保全、集約型の市街地、
移動が円滑な都市構造など】

目 標 2
環境と調和した持続的な都市
の発展

【自然災害対策の充実、安全・安心な
環境、生活利便性の高い道路、多世
代向け居住環境など】

豊 か さ

目 標 3
安全・安心、快適に暮らせる
都市環境の形成

【豊かな市街地環境、美しい市街地
景観、歴史を活かした整備など】

目 標 4
質の高い、魅力的で美しい生
活空間の形成

魅 　 力

本マスタープランにおけ
る平成３２年の将来人口フ
レームは、角田市第５次長
期総合計画で想定されてい
る人口に準じます。

将来の目標人口３

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年
（推計）

平成32年
（推計）

34,354 33,199 31,336 30,800
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総
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人
）

推計人口（人口動向からみた将来フレーム） 政策誘導人口（定住施策を反映した将来フレーム）

泫●推計人口は、平成17年まで
の国勢調査による人口をコ
ーホート法により平成32年
まで推計したもの0
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資料：国勢調査、
　　　角田市第5次長期総合計画
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都市づくりの基本方針４

○市街地と自然が調和した都市環境の形成

○美しい眺望景観の保全

○自然資源を活用した憩いの空間の整備

○自然環境の保全

○集約型市街地の形成

○円滑で快適な都市内移動ができる交通網の形成

○自然災害対策の充実

○安全・安心な生活環境整備

○多くの世代が暮らせる居住環境の整備

○生活を楽しめる豊かな市街地環境の形成

○美しい市街地景観の形成

○歴史・伝統を活かした市街地の整備

○産業の活性化による都市活力の増進

○観光・交流推進のための環境整備

○中心市街地の活性化

○地域資源を活かした賑わい・文化の創出

○都市間交流の促進

○“暮らしたい”“訪れたい”都市の形成

目標③
安全・安心、快適に
暮らせる
都市環境の形成

目標④
質の高い、魅力的で
美しい生活空間の形成

〈
豊
か
さ
〉

目標⑤
交流を促す都市活力の
維持・発展

目標⑥
人を惹きつける、角田市
ならではの都市文化の
創造・発信

〈
魅

　
力
〉

目標①
緑、水などの自然環境と
調和した豊かな都市空間
の形成

目標②
環境と調和した持続的な
都市の発展

〈
安
ら
ぎ
〉



4

人口減少、超高齢社会といった困難な時代を迎えようとしている中、角田市第５次長期総合計画に
おいては、中心市街地をはじめとした各拠点に都市機能の集積を図り拠点性を高めると同時に、各拠
点の連携を強化し市全域の一体性を図ることで、都市力を総合的に強化することを目指して、将来都
市構造の目標を次のように設定します。

将来都市構造５

『拠点連携型都市構造』の形成

本市の将来都市構造は、本市が持つ固有の資源や伝統・文化、立地条件等から面的に土地利用を計
画的に推進していく「ゾーン」と都市機能や地域資源を集積・活用していく「拠点」、そして拠点と拠
点あるいは拠点と他の都市圏と連結し相互の交流や拠点形成をより活性化させていく「都市軸」とい
う三つの要素で構成します。
本マスタープランにおいては、これら三つの要素と内容を有機的に結び付け、拠点連携型の都市構
造を実現していくこととします。

凡　例

自然環境ゾーン

田園環境ゾーン

市街地ゾーン

宇宙のまちの研究・交流ゾーン

工業振興ゾーン

街なか交流拠点・賑わいの交流拠点

スポーツ・レクリエーション拠点

地域交流拠点

産業拠点

広域連携軸（I.C. 間接続、国道等）

ゾーン

拠点

都市軸

都市間連携軸（県道、主要地方道等）

水辺軸

鉄道

叶膺鰊泳
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]すろ]』めろ
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鼎
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嬢£築膝

ハ亳鋪

焚悟

范粥篳綜遏

癜于悟½惓

冫呎鴈鱶

“齢鴈鱶

悟ガ鴈鱶

叶膺224泳

衷于鴈鱶
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部 門 別 方 針

土 地 利 用

①地域特性に応じた住環境を形成します
②既存ストックの有効活用を促進します

住宅系土地利用の方針

商業系土地利用の方針

工業系土地利用の方針

①歴史性を活かした魅力ある中心市街地を構
築します

②交通利便性を活かした沿道型施設を誘導し
ます

①既存の工業機能の維持・拡充を検討します
②交通利便性を活かした新たな工業用地の確
保を検討します
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交 通 体 系

①国県道を基本とした段階的な道路網の整備
を図ります

②市街地内での円滑な道路交通の確保を図り
ます

③都市計画道路の見直しを行います

骨格的な幹線道路網の整備

市街地内における歩行者等交通環境の整備

公共交通の充実

①中心市街地の快適な歩行者・自転車空間の
整備を検討します

②安全性・快適性の向上を図ります

①鉄道の利便性向上を検討します
②その他の公共交通の利便性向上を図ります
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①市街地に近接する自然環境の維持・保全・
活用を図ります
②阿武隈川の水辺環境の保全と緑地整備によ
る活用を図ります

優れた自然環境を形成する緑地等の保全・活用

都市計画公園等の維持・充実

市街地内における緑の保全・創出

①既存公園等の適正な維持管理と未供用公園
の早期整備を図ります
②適切な公園配置と整備を推進します
③中心市街地における緑空間を創出します

①幹線道路沿道の緑化による緑のネットワー
クの形成を図ります
②公共施設等の緑化推進と良好な緑の保全を
図ります

公園・緑地

①河川の整備・維持保全対策を推進します
②上水道の安定供給・維持管理を促進します
③公共下水道（汚水・雨水）の整備・維持管
理を促進します
④ごみ処理施設の整備による環境衛生の向上
を図ります

河川・供給処理施設の整備の推進

公共公益施設等の整備の推進

周辺市町との連携の強化

①市営住宅の供給を促進します
②福祉施設等の整備を促進します

①みやぎ県南中核病院との連携の強化を図り
ます
②福祉施設等の相互利用を促進します

その他都市施設

独互互互互憎

ジ斃セ逸彦僥

ネ膕彦僥

慎6齊擺

詹ヸ丱僥

鍍努真鵈ぐ刷鷏鵈珙俗詹喝珩

鍍努真鵈ぐ刷鷏鵈珙菟喪セ逸彦僥珩

鍍努真鵈ぐ刷聳鵈珙俗詹喝珩

構壕橡弴苙ル珙セ逸珩

斃遊創嵶珙椥蠡恒̌-黛ナ刷膃薬珩

艙泌苙ル珙莵岼珩

+派珙莵岼珩

胎に盻刷杞₁論珙莵岼珩
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都市環境・都市景観

①生活基盤及び環境の整備・向上を推進します
②多様な世代が住み続けられる生活環境の形
成を図ります

③自然エネルギーの積極的な活用を促進しま
す

良好な生活基盤と定住環境の構築

市街地を取り囲む緑のふるさと景観の保全・活用

角田の歴史・伝統を活かした市街地景観の形成

①阿武隈川や東西の山地の豊かな自然景観の
保全・活用を図ります

②市街地を囲む緑の田園景観の保全・活用を
図ります

①中心市街地における景観の形成を図ります
②住宅地における景観の形成を図ります
③公共施設における景観の形成を図ります

都 市 防 災

①災害に応じた防止対策を図ります
②計画的な土地利用を推進します

災害防止対策の実施

災害に強い都市構造の形成

避難・防災体制の強化

①防災拠点・防災空間の確保を図ります
②緊急輸送道路網の整備を促進します
③ライフライン等の機能の確保を図ります

①避難所の機能強化を図ります
②自主防災体制の強化を図ります
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地 区 別 方 針
地区別方針について

岡駅

横倉駅

東船岡駅

角田駅

南角田駅

北丸森駅

線
行
急
隈
武
阿

１．角田地区

○角田市の中心としてのにぎわいの創出を図ります
○安全で快適に生活できる市街地を形成します
○角田地区の歴史を活かした市街地の形成を進めます
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３．角田西地区

２．角田東地区

○就業環境と居住環境が融和
した地区の形成を図ります
○災害に強く安心して生活で
きる市街地を形成します

○連続性・一体性のある市街
地の形成を図ります
○まちなか交流拠点(角田駅）
等を中心とした魅力ある市
街地の形成を進めます



10

４．角田北地区

○住宅・商業・工業が調
和する市街地の形成を
図ります
○災害に強く快適に生活
できる市街地を形成し
ます

５．岡地区

○周辺の自然環境と調和した
市街地の形成を図ります
○公共交通を活かした良好な
住宅地環境の形成を進め
ます



計 画 の 推 進 に 向 け て  

①市における推進体制の強化を図ります。

②国や県、周辺自治体及び関係機関との連携・協力の強化を図ります。

③市民参加による都市づくりを推進します。

都市づくりの
推進体制の充実

市民参加の都市づくり

①土地利用誘導のための適切な制度等の運用を推進します。

②用途地域見直しを検討します。

③用途地域外（都市計画区域内）における土地利用の誘導策を検討します。

適正な土地利用の誘導

①角田市第５次長期総合計画の中間見直しに合わせた計画
　内容の評価、見直しを行います。

都市計画マスタープラン
の進行管理と見直し

①優先性の検討に基づく整備を推進します。

②都市計画道路網の見直しを検討します。
都市施設整備の推進

都市づくりの推進

○地区内及び周辺の自然と
調和した工業地の形成を
図ります

角田市都市計画
マスタープラン
［概要版］
平成25年3月

発 行 日　　平成25年（2013年）3月
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６．君萱地区


